
地域とともに未来の創り手となる　

「みやざきっ子」を育む学校づくり

なぜ、地域と学校が連携・協働することが大切なの？

宮崎市教育委員会

　子どもたちを取り巻く環境、そして子ど
もや学校が抱える課題は複雑化・多様化
し、いじめ・不登校も含め、学校だけでは
解決できない課題も増えていることから
「社会総掛かり」で子どもたちを教育して
いく必要があります。そのためにも、地域
と学校が持続的に連携・協働することで、
「地域とともにある学校づくり」が進み、輝
く未来の創り手となる「みやざきっ子」を
育む学校運営や地域づくりが実現します。

　地域住民等が教育活動に参画することによっ
て、当事者意識をもち、積極的に子どもに携わる
ことが生きがいや充実感につながります。

宮崎市ならではのコミュニティ・スクールを目指して

　学校と地域住民等が”顔が見える”関係となり、
理解と協力が得られたよりよい学校運営が持続
的・効果的に進められます。

　専門的な知識や技能をもった地域住民等との
交流や地域資源を生かした教育活動が展開され
ることで、子ども達の体験や学びが充実します。
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コミュニティ・スクール
（学校運営協議会制度を導入している学校）

教育委員会

学校運営の
基本方針

学校運営
教育活動

校　長学校運営協議会
学校の運営や必要な
支援に関する協議
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～法律に基づく学校運営協議会の役割～
①学校運営の基本方針を承認すること。
②学校運営について教育委員会や校長に意見を述べること。
③教職員の任用について教育委員会に意見を述べること。

説明

意見

承認
参画

情報提供

　宮崎市では、「①学校運営への参画」「②学校運営への必要な支援」「③学校と地域住民の双方向によ
る地域貢献の環境づくり」「④地域協議会や地域まちづくり推進委員会などの既存の組織との連携・協
働」を推進することを規則に定め、特色あるコミュニティ・スクールを進めていきます。

４つの視点で「宮崎市ならでは」のコミュニティ・スクールを進めます

学校運営への参画
学校支援の
一層の充実

地域貢献への
環境づくり

①特色を生かした教育活　
　動への支援
②地域学校協働本部や関
　係団体との連携・協働
③学校と地域のコーディ
　ネート機能

①学校運営の目標共有　
　と基本方針の承認
②教育活動に関する意
　見の申し出
③学校関係者評価との
　一体的運用

①学校に関する地域課題
　の共有
②地域素材や人から学ぶ
　キャリア教育
③地域活動へ参加参画で
　きる環境や機会づくり

既存の組織との連携と協働による体制づくり

学校運営の改善 地域とともにある学校づくり 学校を核とした地域づくり

２ ３１

４

　学校運営協議会は、保護者や地域住民が、育てたい子ども像や目指す学校像などの目標を学校と共
有し、当事者として学校運営に参画する仕組みです。学校と地域が対等の立場で、一定の権限と責任を
もって学校が抱える様々な課題について協議し、よりよい学校づくりに向けて学校運営の改善を進めま
す。この学校運営協議会の仕組みをもつ学校を「コミュニティ・スクール」といいます。

コミュニティ・スクールとはどのような仕組みなの？

すべては子ども達のために



清武中学校区のコミュニティ・スクールでは、学校運営協議会の協議内容をふまえた取組や課題解決
を具体的に進める場として、「教育連携部会」・「学校支援部会」・「地域貢献部会」という３つの部会を
設けています。委員は各部会に所属し、熟議や提案を行いながら、実働的な取組につなげています。

事例紹介

　地域学校協働活動とは、地域住民等による幅広い参画により、地域全体で子どもの学びや成長を支え
るとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、学校と地域が連携・協働して行う様々な活動です。
宮崎市では、すべての学校と地域において、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一体的に進め、
学校運営と地域づくりに資する活動が一層進んでいく姿を目指しています。　

地域学校協働活動との一体的な取組を進めます

清武スマイルプロジェクト

SDGsと関連付け、清武中生徒会が企画し、
清武小、大久保小の児童会と連携・協働し
ながら、①スマイルあいさつ活動②スマイ
ル交通安全活動③スマイルエコ活動等に　
取り組み、地域貢献活動に関わっています。
スマイルプロジェクトのキャラクターである
「ひまいる」ちゃんは生徒の発案です。

ひまいる

家庭教育支援

体験活動 等

地域学校協働本部

地域住民や地域団体など多様な
構成による緩やかなネットワーク

継続的で多様な活動を行うために、
地域と学校をつなぐコーディネート機能

参画
連携・協働

学校支援活動

放課後子ども教室
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双方向の関係

参画

地 域

地域
住民

地域
事務所

公民館

保護者
ＰＴＡ

企業
ＮＰＯ

自治会
社会教
育団体

参画地域学校協働
活動推進員

～地域と学校をつなぐために～
　地域学校協働活動が継続的かつ円滑に行われるためには、地域と学校をつなぐコーディネーター的
な機能が必要です。その機能を果たすのが、「地域学校協働本部」といわれる地域住民等の参画によ
る緩やかなネットワークです。宮崎市では、地域自治区事務所や地域まちづくり推進委員会、公立公
民館などの既存の組織と学校が連携・協働できる「地域学校協働本部」の体制づくりを進めています。

■清武地域まち
　 づくり協議会
■保護者
■民生委員
   児童委員
■自治会会長
■清武中校長

■清武町商工会
■安井息軒顕彰会
　事務局長
■学校支援
 　コーディネーター

■清武地区青少協
■大久保小校長

■民生委員
   児童委員
■保護者
■大学教員
■元こども園長
■特別支援学校
■清武小校長

SDGsの実現と関連付けたコミュニティ・スクールの推進

清武中学校区学校運営協議会

学校支援部会 地域貢献部会教育連携部会



【問い合わせ先】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
宮崎市教育委員会 企画総務課教育施策推進室　　　　　　
ＴＥＬ：０９８５－８５－１８５７　　ＦＡＸ：０９８５－４４－５４４５　
E-mail ： 45soumu@city.miyazaki.miyazaki.jp

Ｑ２　学校運営協議会を設置した後、学校関係者評価委員会はどうなりますか。　　　

Ａ　中学校区（複合型）で学校運営協議会を設置した場合は、従来の学校関係者評価委員会を廃止し、学
　校運営協議会の中で、学校評価を行うしくみになります。ただし、学校ごと（単独型）で学校運営協議会
　を設置した場合は、それぞれの中学校区内の全ての学校に設置されるまでは、学校関係者評価委員会
　は継続することになります。

Ｑ１　学校運営協議会を設置すると、どのような効果や成果が期待されますか。　　　

FAQ よくある質問

Ａ　学校と地域が互いに「顔の見える関係」となり、学校の現状や運営方針に対する理解が深まり、地域が　
　学校の応援団となることが期待されます。このことで、地域と学校の組織的・継続的な連携・協働が確立
　され、学校運営の改善や子ども達の学びの充実が図られます。
　　コミュニティ・スクールの先進自治体の事例として、次のような効果や成果が紹介されています。
　　
　　■　生徒指導や防犯・防災等の面でも、課題解決に向けて協力しやすい体制になった。
　　■　地域の方からふるさとの宝（地域素材）を学んだり、地域に出て活動したりすることが増えた。
　　■　学校と地域の交流が進み、子ども達の地域への関心・理解やコミュニケーション力が高まった。
　　■　働き方改革の視点から、学校・家庭・地域の役割分担について、議論や取組が進んだ。　

学校運営協議会についてＱ&Ａ集を作成していますので気軽にご相談ください

Ｑ３　学校運営協議会委員の構成は、どのようになっていますか。　　　

Ａ　本市では、「宮崎市学校運営協議会規則」において、委員の構成等について以下のとおり定めています。
　●　委員の構成は、（１ ）対象学校の校長、（２） 保護者・地域住民、（３） 対象学校の運営に資する活動
　　を行う者、（４） 学識経験者、（５） その他教育委員会が適当と認める者、として１６人以内と規定してい
　　ます。
　●　モデル校などの事例をもとにした想定される委員は、校長とＰＴＡ役員のほか、「自治会、公立公民
　　館等、地域協議会、地域まちづくり推進委員会、青少年育成協議会、民生委員児童委員、社会福祉
　　協議会、商工会、学校園関係者（大学・高校・幼稚園等）、子ども会、高齢者クラブ、児童クラブ 等」
　　です。地域の実情や特色に応じて、対象学校の校長が、地域の声を聞きながら委員を推薦することに
　　なります。　

Ｑ４　地域学校協働活動は、これまでの学校支援の体制からどのように変わるのですか。

Ａ　地域学校協働活動とは、地域住民等による幅広い参画により、地域全体で子どもの学びや成長を支え
　るとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、学校と地域が連携・協働して行う様々な活動です。　
　  これまでの支援体制は、地域から学校への支援という一方向の関係でしたが、これからは「双方向の連
　携・協働の関係」への展開を目指しています。そのためには、学校と地域がパートナーとして、目標やビ
　ジョンを共有し、ともに協力し合いながら、活動が継続的かつ円滑に行われるようにすることが重要であ
　り、車の両輪として、それぞれの役割を機能することで、学校運営と地域づくりに資する活動の充実につ
　ながることが期待されます。


